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小小連携・交流 
                                 校 長  野 田  豊 
 去る１１月１８日から２０日の期間、５年生の岩井移動教室を実施しました。一日目の早朝、天

候にも恵まれ多くの保護者の方々に見送られる中、３０名の児童全員、元気に出発しました。 
 最初の休憩場所の海ほたるでは、到着時刻が早かったせいか他の利用客もまばらで、展望デッキ

をゆったりと散策することができました。心地よい潮風を胸一杯に吸い込んでみたり、キラキラ光

る海面に目をこらしてみたりと、子供たちは思い思いに楽しい時間を過ごし、今から始まる二泊三

日の移動教室に期待を膨らませている様子でした。 
☆            ☆ 

 さて、本校は小竹小と小小連携・交流に取り組んでいます。ここ数年、二校で互いの学校に出向

いて様々な活動や合同授業を実施してきました。また、５年生の移動教室も二校の小小連携・交流

の取組の一貫に位置付けており、今回は工場見学や体験活動等、岩井での活動を二校合同で実施す

る計画を立てて取り組むこととしました。 
 「あじの開き」体験では、二校混合で４人グループを編成。初めて出刃包丁を使う児童がほとん

どで、四苦八苦しながらも児童同士が仲良く教え合ったり、助け合ったりしながらひもの作りに挑

戦していました。また、レクリエーション大会のゲームも二校の児童が混ざり合ってチームを作り、

その場で作戦を相談しながらゲームを楽しんでいました。他にも「房州うちわ作り」や「地引き網」

等の活動も二校合同で体験しました。こうした交流を行ったことで、両校の児童が宿舎の廊下や見

学地ですれ違うときに、自然に挨拶の言葉が行き交うようになりました。 
☆            ☆ 

 二校合同の取組は、単独で行事を組み、実施するよりも打ち合わせや確認の作業が増え、様々な

意味で負担が増えることに違いないのですが、両校の児童の人間関係が広がることや、卒業後は同

じ中学校に進学する仲間であることを考えると大きなメリットがあります。また、教員にとっても

教員同士の交流を通して、互いの指導方法を学び合ったり、自校のやり方を見直したりするよい機

会となっています。 
 移動教室は、集団生活を通してマナーやルールを学び、自然や社会と関わることで豊かな心情や

社会性をはぐくむことができます。今後も、こうした目標の達成とともに、もう一つのねらいであ

る小竹小との小小連携・交流を一層深めていきたいと考えています。 
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